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ホルスタイン育成牛にみられた上衣芽腫の 1 例
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10カ月齢のホルスタイン種雌育成牛が急性に斜頸，旋回，後弓反張，意識混濁の症状を呈した．大脳皮質壊死症を疑
い，ビタミンB1製剤，コルチコステロイドおよび抗生物質による治療を実施したが反応せず，予後不良と判定された．

腫脳小は例症本．たれらみが張拡の道水脳中びよお室脳側右左，れさ認確が瘤腫の大mc5.3径直に脳小りよに剖解理病
瘍による周辺部の圧迫および腫瘍の二次的圧迫による脳脊髄液流出障害により発生した内水頭症により，小脳徴候だけ
でなく大脳および脳幹症状も出現したものと考えられた．病理組織学的検索の結果，本症例は上衣芽腫と診断された．
―キーワード：牛，上衣芽腫，神経症状．
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